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宮
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まちを彩る七夕飾り

　商工会の夏祭りと町の伝統行事
『七夕祭り』を合同で再スタートさ
せる『第１回大崎七夕さぁ』に向け、
商工会員らは、８月４日に七夕の飾
りつけを行いました。まちは、東北
復興の願いが込められた短冊で彩ら
れました。

人権啓発シリーズ⑱
あなたの当たり前が、誰かを傷つけているかも。

　
～子どもの人権について考えるための『気付き』のヒント～

　○権利ばかり尊重すると、子どもがわがままになる。
　○ 大人の都合で『まだ子どもなんだから』『もう子どもじゃないんだから』
と言ってしまう。

　○大人は一人前、子どもはまだ半人前だと思う。
　○子どもは大人の言うことを聞くのが当たり前だ。

　子どもが生きづらい背景には、私たち大人の身勝手な言動があるのでは
ないでしょうか。
　『子どもだから』と決めつけてしまうのではなく、一人の人格を持った人
間として接していくことが必要です。
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